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ノ

久

須

本

文

雄

世
系

陽
明
、
譲
は
守
仁
、
字
は
伯
安
.
姓
は
王
氏
な
り
。
其
の
先
は

晋
の
光
緑
大
夫
王
覧
の
後
商
に
し
て
、
覧
は
元
、
邸
郡

(
山
東
、

青
州
府
)
に
住
み
し
が
曾
孫
右
軍
將
軍
王
幾
之
に
至
り
、
移
り
て

會
稽
山
陰
に
居
る
。
第
二
十
三
世
の
斎
迫
功
郎
王
壽
始
め
て
達
漢

よ
り
飴
挑
に
移
り
て
以
后
子
孫
世
々
此
に
佳
す
。
王
壽
よ
り
五
世

の
孫
王
綱
、
丈
武
の
才
あ
り
、
明
朝
創
業
の
時
、
劉
伯
温
、
薦
め

て
兵
部
郎
中
と
な
し
廣
東
参
議
に
抜
擢
さ
れ
苗
賊
の
難
に
死
す
。

王
綱
の
孫
、
王
興
準
は
遁
石
翁
と
穂
し
禮
易
に
精
通
し
易
微
改
千

言
を
著
作
す
。
其
の
子
世
傑
、
椀
里
子
と
構
呼
さ
れ
、
明
経
を
以

て
大
學

の
貢
に
慮
じ
、
其
の
子
、
倫
、
字
は
天
叙
、
竹
軒
と
號
し

陽
明
の
阻
父
に
し
て
竹
軒
稿
、
江
湖
雑
稿
、
等
の
著
作
あ
り
o
父

華
.
字
は
徳
輝
、
海
日
翁
と
號
し
嘗
て
寵
泉
山
中
に
於
て
護
書
せ

王
陽
朋
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
蝋
)

し
に
因
み
學
者
龍
山
先
生
と
稻
謂
す
。
龍

山
公
進
士
第

一
等
に
學

げ
ら
れ
南
京
吏
部
術
書
に
至
る
◎
常
に
漸
江
山
陰
の
風
光
佳
麗
に

し
て
叉
先
世
の
故
居
忙
る
を
思
ひ
銚
よ
り
越
城

(紹
興
府
東
南
十

里
)
の
光
相
坊
に
徒
り
て
叢
に
居
る
。
面
し
て
飴
眺
に
在
り
し
時

成
化
七
年
辛
卯
、
鄭
氏
を
婆
り
翌
年
陽
明
も
生
む
。
龍
山
公
に
龍

山
稿
.
垣
南
草
堂
稿
、
禮
経
大
義
、
雑
録
。
進
講
録
抄
等
の
著
作

あ
り
。
陽
明
嘗
て
室
を
四
明
山
の
陽
明
洞

に
築
き
し
を
以
て
學
者

成
、
陽
明
先
生
と
構
呼
す
る
に
至
れ
り
。
陽
明
異
母
弟
妹
四
人
帥

ち
纈
室
趙
氏
に

一
男
(
守
文
)
一
女
(
徐
愛
に
嫁
す
)、
叉
側
室
楊
氏

に
守
像
、
守
章
の
二
子
あ
り
、
陽
明
の
忠
孝
爾
全
の
思
想
は
蓋
し

聞
接
的
に
は
嚢
狙
以
後
の
純
篤
守
正
の
高
風
と
直
接
的
に
は
組
父

竹
軒
公
及
び
組
母
謬
氏
、
父
龍
山
公
の
忠
孝
的
薫
陶
と
に
因
り
護

せ
し
な
ら
ん
。
蓋
し
陽
明
の
思
想
性
格
共

に
其
の
遺
傳
的
素
質
を

(
一
)
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歴
年
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會
要
(
一
)

多
分
に
受
く
る
を
見
る
。
之
よ
り
陽
明
年
譜
の
要
旨
を
記
し
併

せ

て
陽
明
の
脚
的
雰
園
氣
就
中
訪
歴
輝
刹
等
を
附
記
せ
ん
と
す
。

五
蔵
、

在

一
歳
、
憲
宗
成
化
八
年
壬
辰
、
皇
紀
一
=

三
二
、
西
紀

一
四
七
二

生
飴
銚

軌
+
朗

太
夫
人
饗

懐
娠
+
四
ケ
月
を
経
て
漸
江
飴

挑
に
て
陽
明
を
生
む
。
組
母
琴
氏

蝋
夜
神
人

の
緋
衣
侃
玉
を
着
け
て
雲
中
よ
り
鼓
吹
し
來

り

一
見
を
授
く
る
を
夢
み
し
が
故
に
組
父
竹

軒
公
は
雲
と
命
名
し
郷
人
其
の
生
室
を
瑞
雲

棲
と
呼
ぶ
。
之
我
が
後
土
御
門
帝
文
明
四
年

に
し
て
足
利
八
代
將
軍
義
政
の
時
代
に
當
る

越
の

帆
帯
は
風
光
佳
勝
,
土
地
肥
沃
,
物
産

豊
饒
の
故
に
思
索
、
翰
墨
の
士
多
く
、
且
、

其
の
近
郊
に
暉
刹
の
多
き
を
以
て
爾
雰
團
氣

上
蓋
し
亦
陽
明
の
藤
的
形
而
上
學
的
思
想
醗

醸
の
間
接
的

一
素
因
と
も
な
り
し
を
見
る
。

、○
○

後
年
陽
明
が
少
か
ら
す
影
響
を
受
け
し
心
友

湛
甘
泉
、
二
歳
に
し
て
羅
整
庵
八
蔵
な
り
き

(
二
)

成
化
十
有
こ
年
丙
申
.
皇
紀
一
=

三
六
、
西
紀

一
四
七
六

越

○
○

陽
明
五
歳
迄
唖
の
如
く
言
を
嚢
せ
す
。

一
神

櫓
曰
く
「
好
箇
接
見
可
惜
(名
字
)
道
破
」
と
。

因
り
て
竹
軒
、
守
仁
と
改
名
せ
し
よ
り
能
く

も
の
言
ひ
き
。

○
〇

一
日
組
父
竹
軒
の
書
を
黙
記
す
。

十
歳
、
成
化
十
有
七
年
辛
丑
、
皇
紀
一
二

四

一
、
西
紀

一
四
八

[

皆
在
越

父
龍
山
公
進
士
第

一
甲
第

一
人
に
懸
げ
ら
れ

赴
任
前
王
氏
家
族
皆
渤
江
越
城
に
て
消
光
す

十

一
歳

成
化
十
有
八
年
壬
寅
、
皇
紀
「
二

四
二
、
西
紀

一
四
八

二
。
(寓
北
京
)

焚

越

○
○

龍
山
公
は
竹
軒
公
を
迎
養
す
る
に
際
し
.
陽

明
竹
軒
に
從

つ
て
越
を
磯
し
北
京
に
赴
く
。

難

就

・
・

襲

江
蘇
の
鎭
江
,
金
山
寺
及
び
蔽
月
山
房

に
遊
び
詩
を
賦
し
て
非
凡
の
丈
才
を
現
は
す
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十
二
歳

三
、

寓
北
京

金
山
寺
詩
を
賦
し
て
巳
く

金
山

一
黙
大
如
拳

打
破
維
揚
水
底
天

醇
僑
妙
高
台
山
月

玉
箒
…吹
徹
洞
龍
眠

(全
書
本
譜
、
十

一
歳
の
項
)

と
叉
、
蔽
月
山
房
詩
を
賦
し
て
曰
く

山
近
月
遠
畳
月
小

便
道
此
山
大
於
月

若
人
有
眼
大
如
天

還
見
山
小
月
更
澗

(
同

上
)

と
、
此
の
爾
詩

に
徴
し
て
も
已

に
超
脱
的
灘

機

の
繭
芽
を
見
る
に
足
り
、
且
、
此
の
頃
よ

り
以
後
、
佛
教
殊
に
輝
房
の
歴
訪
多
き
は
彼

の
輝
的
雰
園
氣
考
察
上
重
硯
す
べ
き
な
り
。

成
化
十
有
九
年
癸
卯
、
皇
紀
二

一
四
三
.
西
紀

一
四
八

○
○

塾
師
及
び
家
君
龍
山
公
に
就
き
て
學
び
、
且

大
學
に
牲
き
て
墨
を
受

く
。
豪
魑
不
羅
の
資

質
此
の
頃
よ
り
盆
々
現
は
れ
常
に
仁
侠
の
事

王
陽

明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
・一
)

■

○
○

○
○

を
好
む
。

嘗
て
同
塾
生
と
北
京
長
安
街
に
赴
き
二
根
士

に
遇
ひ
陽
明
に
語
り

て
曰
く

髪
梯
領
、
其
時
入
聖
境
、
髪
至
上
丹
台

其
時
結
聖
胎
、
髪

至
下
丹
台
、
其
時
聖
果

園

(
全
書
、
年
譜

、
十

一
歳
の
項
)

と
。
こ
れ
は
静
座
の
方
法
と
其
の
効
果
と
に

就
き
て
教
示
せ
し
物
に
し
て
其
の
言
に
感
動

し
て
爾
後
、
潜
心
諦
讃
し
静
座
凝
思
に
力
む

之
輝
の
静
座
澄
心
見
性
成
佛

へ
の
初
入
的
段

階
を
な
す
物
な
ら
ん
。
蹄
塾
し
て
塾
師
と
問

答
し
「
護
書
學
聖
賢
」
(
同
上
)を
以
て
天
下
第

一
等
の
事
と
な
す
。
之
人
生
の
眞
諦
を
道
破

せ
し

一
大
不
朽
的
丈
字
に
し
て
爲
聖
作
佛
の

志
向
已
に
此
の
時
に
あ
り
し
な
り
。

此
の
年
門
生
泰
州
の
王
心
齋
生
る
。

十
三
歳

成
化
二
十
年
甲
辰
、
皇
紀
圃
=

四
四
、
西
紀

一
四
八
四

(
三

)
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(
一
)

寓
北
京

○
○

母
太
夫
人
鄭
氏
壽
四
十
有

一
に
し
て
卒
し
昊

泣
甚
だ
哀
む
。
其
の
後
は
、
公
の
愛
妾
の
態

度
を
憎
嫌
し
て
小
童
な
が
ら
屡
々
智
略
を
用

ふ
。
之
陽
明
の
暉
機
及
び
兵
略
の
考
察
上
留

意
に
値
す

十
五
歳

成
化
二
十
有
二
年
丙
午
、
皇
紀
二

一
四
六
、
西
紀

一
四

八
六
、
(
寓
北
京
)

遊
居
庸
三
關
○
○
常
に
伏
波
將
軍
を
私
淑
し
四
方
を
経
略
す
る

の
大
志
あ
り
、
居
庸
の
三
關
(南
ロ
、
居
庸
、

上
關
)
に
遊
び
諸
夷
の
部
落
を
訪
ひ
備
禦
の

策
を
聞
き
、
胡
児
を
逐
ひ
騎
射
の
術
を
講
す

る
等
し
て

一
閲
月
後
脇
る
。
陽
明
十
有
五
、

六
歳
頃
は
湛
甘
泉
の

「
陽
明
先
生
墓
誌
銘

」

(
全
書
巻
三
七
所
牧
)
に
所
謂

「
初
溺
…於
任
侠

之
習
」
の
時
期
に
相
當
す
る
な
ら
ん
o

O
O

明
年
門
生
永
豊

の
講
饗
江
、
飴
挑
の
徐
横
山

(愛
)、
挾
西
潤
南
の
南
瑞
泉
(
大
吉
)生
る
。

(
四

)

十
七
歳

孝
宗
弘
治
元
年
戊
申
、
皇
紀

二

一
四
八
、
西
紀

一
四
八

八
、
(前
孚
歳
飴
銚

後
牛
歳
南
昌
)

灘

醐

・
・

魏

編

省
し
養

江
要

都
に
馳

。

在
南
昌

七
月

江
西
布
政
司
参
議
諸
養

和
の
女
を
親
迎
し
結

婚

の
當
日
瓢
然
と
し
て
道
教
寺
院
の
鐵
柱
宮

に
至
り
、
道
士
に
神
仙

養
生
の
術
を
聞
き
樹

座
沈
思
冥
想
し
て
途

に
灘
宅
を
忘
る
。
陽
明

洪
都
の
諸
養
和
の
官
署

に
於
て
書
法
を
學
び

大
に
進
む
、
陽
明
は
途

に
仙
家
養
生
の
旨
読

に
留
念
す
る
に
至
り
筍

も
合

の
禮
を
忘
却

し
て

一
道
士
と
封
座
談
仙
す
る
が
如
き
は
之

彼
が
道
教
思
想

へ
の
憧
憬
的
嗜
矢
を
な
し
且

所
謂

「
四
溺
於
棘
仙
之
習
」
の
端
初
に
し
て

如
何
に
求
道
の
念
切
な

る
か
を
窺
知
す
る
を

得

べ
し
。

寓
南
昌
甜
杁
二
朋

夫
人
諸
氏
親
迎
後
は
洪
都
養
和
の
官
署
に
年

四
寓
居
し
或
は
仙
旨

に
、
或
は
書
法
に
、
或
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は
聖
學
に
專
念
せ
し
物
と
見
る
べ
し
o

十
八
歳

弘
治
二
年
己
酉
、
皇
紀
叫
=

四
九
、
西
紀

蝿
四
八
九

寓
南
昌
碧

一
朋
前
矢

易

後
の
志
向
と
蓋
し
大
差
な
し
。

灘

鵜

+
二
昊

入
諸
氏
と
共
に
魏

に
馨

の
襲

、
水

路
に
て
江
西
の
廣
信
村
上
饒
に
至
り
婁

一
齋

(
時
に
齢
六
十
有
八
)に
謁
し
て
宋
儒
格
物
致

知
の
旨
を
聞
き
醗
然
聖
學
に
志
慕
す
。
陽
明

は

一
齊
に
よ
り
て
道
學
的
感
化
を
享
け
し
の

み
な
ら
す
叉
、

一
齋
を
通
じ
て
其
の
農
系
に

屡
す
る
呉
康
齋
の
藤
風
に
鮮
か
ら
す
影
響
を

受
け
し
な
ら
ん
。

一
齋
に
謁
せ
し
は
全
書
、

「
及
び
全
集

の
年
譜
及
び
行
欣
に
は
十
八
歳
の

時
と
記
せ
し
が
、
明
史
(
巻

一
九
五
)及
び
明

皮
稿
'
列
傳
八
十
)
に

「年
十
七
謁
上
饒
婁
諒

與
朱
子
格
物
」
と
て
十
七
歳
の
時
と
な

し
、

叉
陽
明
墓
誌
銘
に
も
十
七
歳
の
時
と
記
す
、

予
姑
く
疑
存
す
る
も
年
譜
の
論
に
擦

る
。

王
陽
明
撫
W刹
-巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

十
九
歳

弘
治
三
年
庚
戌
、
皇
紀
一
=

五
〇
、
西
紀

一
四
九
〇

在

越

O
O

龍
山
公
外
難
を
以
て
飴
挑
に
齢
り
從
弟
目免
階

宮
及
び
妹
婿
牧
に
命
じ
て
陽
明
と
共
に
経
義

を
講
析
せ
し
む

○
〇

一
日
譜
誠
豪
放
嘉
落
和
易
な
り
し
を
悔
ひ
爾

來
端
座
省
言
謹
嚴
沈
鰍
の
性
格
と
な
れ
り
。

○
○

明
年
弘
治
四
年
辛
亥
陽
明
齢
二
十
の
年
、
江

西
安
幅
の
門
生
郷
守
盆
生
れ
且
、
曾
て
教
を

受
け
し
婁

一
齋
齢
七
十

に
し
て
卒
す
。

一
一十

一
歳

弘
治
五
年
壬
子
、
皇
紀
二

「
五

二
、
西
紀

一
四
九
二

,(前
孚
歳

在
越

後
牛
歳
在
北
京
)

在

越

○
○

漸
江
の
郷
試
に
推
墾
さ
る
。
帆
父
竹
軒
公
北

京
に
て
卒
せ
し
を
以

て
、
父
龍
山
公
其
の
喪

を
奉
じ
て
越
に
齢
り
、
已
に
し
て
上
京
す
。

赴
北
京

○
○

後
、
陽
明
も
京
師

に
赴
き
、
朱
子
の
遺
書
を

渉
独
し
て
宋
儒
格
物
致

知
の
學
を
な
せ
し
も

バ
五
)
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巡
歴
年
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會
要
(
一
)

窮
理
の
至
難
を
知
り
僻
章
の
學
に
就
く
。

二
十

二
歳

弘
治
六
年
癸
丑
,
皇
紀
、
二

五
三
、
西
紀

一
四
九
三

在
北
京

春

春
季
會
試
に
慮
ぜ
し
も
下
第
す
。

二
十
五
歳

弘
治
九
年
丙
辰
、
皇
紀
隔
=

五
六
、
西
紀

一
四
九
六

(饗

纏

北
猷
)

寓
北
京

春

再
び
會
試
に
慮
ぜ
し
も
登
第
せ
す
。

蹄

越

○
○

後
、
越
に
露
省
し
て
詩
肚
を
漸
江
飴
銚
の
西

方
龍
泉
山
寺
に
結
び
、
雄
を
詞
賦
に
競
ふ
、

弘
治
十
八
年
乙
丑
、
陽
明
三
十
四
歳
兵
部
主

事
に
任
ぜ
ら
れ
、
北
京
に
在
り
し
時
の
詩
な

・

る
が
此
の
詩
賦
に
興
ぜ
し
龍
泉
山
寺
に
憶
を

馳
せ
詩
を
賦
し
て
曰
く

憶
龍
泉
山

我
愛
龍
泉
寺
、
寺
櫓
頗
疎
野
、
審
日
坐
井

瀾
、
有
時
臥
松
下
、

一
夕
別
山
雲
、
三
年

走
車
馬
、
塊
殺
嶽
下
泉
、
朝
夕
自
清
潟
、

○
○

(
六

)
。

と
。
(
全
書
巻

一
九
外
集

一
、
京
師
詩
内
)

此
の
年
、
門
生
飴
挑
の
鏡
緒
山
及
び
江
西
泰

和
の
欧
陽
徳
生
る
。

二
十
六
歳

弘
治
十
年
丁
巳
、
皇
紀
二

一
五
七
、
西
紀

一
四
九
七

寓
北
京

二
+
七
歳

九
八

寓
北
京

當
時
、
邊
警
頻
b
に
至
る
も
、
翰
略
統
御
の

材
あ
る
も
の
鮮
き
を
慨
歎

し
奮
然
專
ら
趾

事

に
留
念
し
て
兵
家
の
秘
書

を
精
研
せ
ぎ
る
な

く
も
賓
宴
に
遇
ふ
毎
に
、
果
核
を
聚
め
陣
勢

を
な
し
、
開
闘
進
退
の
法

を
指
示
し
て
戯
と

な
す
。
是
、
後
年
征
討
に
勲
功
を
立
つ
る
の

素
養
、
蓋
し
巳
に
此
の
時

に
あ
り
し
を
見
る

弘
治
十
有

一
年
戊
午
、
皇
紀
二

一
五
八
、
西
紀

一
四

僻
章
藝
能
の
絡
に
至
道
に
通
す
る
に
足
ら
ざ

る
を
念
ひ
、
聖
學
に
志
向

せ
ん
と
せ
し
も
,

亦
其
の
企
及
し
得
ざ
る
を
歎
じ
.
再
び
初
志
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○
○

霧

翫
・
・

二
+
八
歳

九
九

寓
北
京

を
挫
折
し
て
神
仙
養
生
の
術
を
好
み
、
途
に

遁
世
入
山
の
意
を
醒
醸
す
。
蓋
し
、
所
謂

「

四
溺
於
紳
仙
之
習
」
は
此
の
時
期
の
前
後
を

指
示
す
る
物
な
ら
ん

此
の
年
、
門
生
漸
江
山
陰
の
王
龍
漢
生
る
。

國
學
基
本
叢
書
本
全
書
巻
二
〇
外
集
二
、

デ

ニ
七
買
に

「
嘉
靖
甲
申
冬
二
十

一
日
、
再
登

秦
望
、
自
弘
治
戊
午
登
後
二
十
七
年
　
o」
と

あ
る
を
以
て
二
十
七
歳
漸
江
に
館
省
し
て
秦

望
山

漸
江
杭
州
)
に
登
り
し
な
ら
ん
。

弘
治
十
有
二
年
己
未
、
皇
紀
鴇
二

五
九
、
西
紀

唖
四

春

牲
河
間

秋

廷
試
に
會
し
南
宮
第
二
人
に
學
げ
ら
れ
二
甲

進
士
出
身
第
七
人
観
政
工
部
を
賜
ふ
。
之
、

陽
明
任
官
の
始
を
な
す
。

命
を
受
け
て
河
聞
(
河
北
省
)
に
赴
き
威
寧
伯

の
墳
墓
造
築
を
監
督
し
.
什
伍
の
法
、
及
び

正
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

八
陣
の
圖
を
以

て
造
墳
に
當
る
。

寓
北
京

○
○

工
事
畢
り
て
復
命
の
日
、
邊
務
八
事

(陳
言

邊
務
疏
、
全
書
巻
九
所
牧
)
を
奏
上
す
o

二
+
九
歳

○在
北
京

弘
治
十
有
三
年
庚
申
皇
紀
二

一
六
〇
、
西
紀

一
五
〇

○
○

刑
部
雲
南
清
吏
司
主
事
を
授
け
ら
る
。

三
十
幽域

弘
治
十
有
四
年
辛
酉
,
白主
紀
二

一
六

一
、
西
紀

一
五
〇

一
(在
北
京
)

赴
畿

・
・

命
を
奉
じ
て
江
北
(
准
旬
)を
審
録
す
。

遊
九
蓄

隷

間
事
馨

て
箋

.
安
徽
の
垂

山
に
遊
び
無

.相
、
化
城
諸
刹
に
宿

し
道
者
,
察
と
談
仙
す

此
の
時
、
九
華
山
に
遊
ぶ
の
詩
の
外
.
無
相

化
城
爾
刹
の
詩
を
賦

し
て
曰
く

九
華
山
賦

循
長
江
而
南
下
、
指
青
陽
以
幽
討
、
啓
鴻

濠
之
神
秀
、
獲
九
華
之
天
巧
、
非
数
漿
於

(
七

)
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主
陽
朋
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

坤
軸
、
執
構
奇
於
玄
造
、
渉
五
渓
而
径
入

宿
無
相
之
窃
露
、
訪
王
生
於
遽
谷
掬
金
沙

之
清
濠
、
凌
風
雨
乎
牟
雰
、
登
望
江
而
遠

眺
、
歩
千
似
之
蒼
壁
、
傭
龍
池
於
深
容
、

吊
諦
仙
之
遺
跡
,
踏
化
城
之
繧
紗
。
欽
鉢

孟
之
朝
露
、
見
蓮
花
之
孤
標
、
拍
雲
門
而

望
天
柱
、
列
仙
舞
於
晴
昊
、
倣
墜
椒
之
闘

門
、
眞
人
駕
陽
雲
而
猫
踏
翠
蓋
亭
臨
乎
石

照
、
綺
霞
掩
映
乎
天
姥
、
;
脚
升
於
翠
微

九
子
鄭
於
積
稻
、
炎
熾
起
於
玉
甑
、
燗
石

碑
之
丈
藻
、
回
澄
秋
於
枕
月
,
建
少
微
之

星

、
覆
臨
承
滴
翠
之
飴
渥
、
展
旗
立
雲

外
之
雄
轟
、
下
安
灘
而
歩
遣
遙
,
覧
讐
泉

於
松
抄
,
踵
西
洪
而
憩
黄
石
、
懸
百
丈
之

瀬
瀬
瀬
流
膓
而
紮
紆
、
遺
石
船
於
澗
道
、

呼
白
鶴
於
雲
峯
.
釣
嘉
魚
於
龍
沼
.
僑
透

碧
之
瞳
帆
、
謝
塵
簑
之
粉
擾
、
禁
齊
雲
之

嶢

」
鑑
疏
璃
之
浩

、
滑
東
而
西
歴
碓

、

(
八

)

九
節
之
蒲
草
、
鐙
人
導
余
以
冥
探
、
排
碧

雲
之
瑠
島
、
塁
轡
騎
其
纏
藷
、
失
陰
陽
之

昏
曉
、
垂
七
布
之
沈
況
、
難
輪
隠
而
復
佛

履
高
僧
而
展
招
賢
、
開
自
日
之
呆
某
、
試

明
茗
於
春
陽
,
汲
垂
雲
之
淵
鰍
、
凌
繍
壁

而
擦
石
屋
、
何
文
殊
螺
髪
之
幡
糾
、
梯
換

辰
而
北
瞼
璽
遺
光
於
拾
寳
、
縞
裳

於
黄

鉋
、
休
圓
寂
之
幽
償

、
鳥
呼
春
於
叢
篁
、

和
雲
詔
之

、
喚
起
促
余
之
農
興
、
落

星
河
於
籍
擦
、
護
山
嘩
其
驚
飛
、
惟
遊
人

之
尤
早
、
携
卉
木
之
如
濯
,
被
艮
暉
而
争

妓
、
静
鎭
聲
之
剥
啄

、
幽
人
圃
参
蕨
於
冥

杳
.
碧
鶏
磯
於
青
林
、

翻
雲
而
失
皓
、

隙
掲
藥
於
櫻
羅
、
狭
提
壺
餅
焦
而
翔
饒
、

鳳
風
承
孟
冠
以
相
遺
、
飲
流

之
仙
標
、

差
竹
實
以
嬉
翔
.
集
梧
枝
之
搦
搦
、
嵐
欲

雨
而
霧
罪
、
鳴
漁
漁

於
豊
藻
。
躍
三
遊
而

轄
青
嶋
、
操
天
香
於
荘
沙
、
席
泓
潭
以
濯
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働

縷
、
浮
桃
潟
而
揚
縞
、
涼
漸
漸
而
落
蔭
.

飲
猿
揉
之
捷
狡
、
睨
斧
何
而
昇
大
,
還
望

會
仙
於
雲
表
、
欄
子
京
之
故
宅
、
款
知
微

之
碧
桃
倹
金
光
之
閃
映
、
捷
累
景
於
弩
掬

弄
玄
珠
於
赤
水
、
舞
千
尺
之
漕
鮫
、
並
花

塘
而
峻
極
散
香
林
之
廻
鷹
撫
浮
屠
之
突
兀

泥
五
叙
之
翠
濤
、
襲
珍
芳
於
絶
蟷
、
袋
金

歩
之
揺
揺
、
捗
羅
騨
踊
券
敷
而
燦
耀
。
憧

玉
女
之
妖
嬬
、
塞
龍
髪
於
露
寳
、
堕
鉢
嚢

之
'瓢
銀
、
開
仙
掌
於

嵌
、
散
青
馨
之
遙

邉
、
披
白
雲
而
躍
崇
壽
、
見
蓼
錯
之
櫓
寮

日
既
夕
而
山
冥
掛
星
辰
於
薩

、
宿
南
台

之
明
月
、
虎
夜
囎
而
翼
嘩
、
鹿
蘂
塁
遊
於

左
右
、
若
將
侶
幽
人
之
琴
蓼
、
遍
高
塞
其

無
罧
.
聞
泳
整
之
洞
驚

.
漢
女
属
晴
瀧
而

曝
尤
、
雑
精
苓
之
春
苗
、
趣
予
筋
以
玉
液

飯
玉
粒
之
慶
瑠
、
濫
辞
予
而
遠
去
、
颯
霞

裾
之
瓢
瓢
.
復
中
峯
而
恨
望
、
或
仙
躍
之

主
陽
堕
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

可
招
.
廼
下
見
陽
陵
之
碗
蟻
。
忽
有
感
於

子
明
之
宿
要
、
逝
予
將
遺
世
之
猫
立
、
採

石
芝
於
暦
轡
、
錐
長
盧
於
窮
僻
、
廼
永
離

乎

穏
波
蒼
黎
之
緯
緯
、
固
吾
生
之
同
胞

筍
顯
連
之
能
濟
.
吾
宣
斬
於

一
毛
、
矧
狂

胡
之
越
獄
、
王
師
局
奔
勢
、
吾
寧
不
欲
請

長
縷
於
闘
下
、
快

亭
生
之
欝
陶
、
顧
力
微

而
任
重
、
権

覆
敗
於
或
遭
,
叉
出
位
蝦
圖

遠
、
將
無
請
於
驚

鶏
、
嵯
有
生
之
迫
隙
、

等
滅
渡
於
風
泡
、
亦
富
貴
其
翼
爲
、
猫
榮

葬
之

一
朝
、
膿
百
世
而
興
感
、
蔽
雄
傑
於

蓬
蕎
.
吾
誠
不
能

同
草
木
而
腐
朽
、
叉
何

避
乎
璽
・隊
之
吹
吹
、
已
ム矢
乎
、
吾
其
鞭
風

、

震
而
騎
日
月
,
被

九
霞
之
翠
"砲
、
搏
鵬
翼

於
北
漢
。
釣
三
山
之
亘
贅
道
昆
脊
而
息
駕

嘉
王
母
之
雲
散
、
呼
浮
丘
於
子
晋
、
招
勾

曲
之
三
茅
長
遽
遊
於
碧
落
、
共
太
虚
而
迫

遙
、
齪

日
、
蓬
壼
之
貌
貌
分
、
列
仙
之
所

(九
)
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王

陽
明
佛
刹

巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

逃
分
、
九
華
之
矯
矯
分
、
吾
將
於
此
奥
分

匪
塵
心
之
足
携
分
.
念
鞠
育
之
働
㍑労
分
、

筍
初
心
之
可
紹
分
、
永
矢
弗
擁
分
。

と
。

(全
書
巻

一
九
.
外
集

一
)

夜
宿
無
相
寺

春
宥
臥
無
相
、
月
照
五
漢
花
、
掬
水
洗
讐

眼
、
披
雲
看
九
華
、
巖
頭
金
佛
國
、
椥
秒

諦
仙
家
、
彷
彿
聞
笙
鶴
、
青
天
落
緯
霞
.

(
同
上
、
饒
越
詩
内
)

無
相
寺
三
首

老
櫓
巖
下
屋
、
緯
屋
皆
松
竹
、
朝
聞
春
鳥

哺
、
夜
俘
巖
虎
宿
、

坐
望
九
華
碧
浮
雲
生
曉
塞
、
山
疑
慮
秘
惜

不
許
俗
人
看
、

静
夜
聞
林
雨
、
山
嬢
似
欲
留
.
只
愁
梯
石

滑
"
不
得
到
峯
頭

(同
上
)

化
城
寺
六
首

化
城
高
佳
萬
山
深
,
縷
閣
葱
室
上
界
侵
、

(
一
〇

)

天
外
清
秋
度
明
月
、
人
聞
微
雨
結
浮
陰
、

鉢
龍
降
虚
雲
生
座
.
巖
虎
蹄
時
風
漏
林
、

最
愛
山
櫓
能
好
事
、
夜
堂
燈
火
絆
孤
吟
。

雲
裏
軒
窩
牛
上
鈎
、
望

中
千
里
見
江
流
.

高
林
日
出
三
更
曉
、
幽
谷
風
多
六
月
秋
、

仙
骨
自
憐
何
日
化
、
塵
線
翻
畳
此
生
浮
、

夜
深
忽
起
蓬
莱
興
、
飛

上
青
天
十
二
櫻
。

雲
端
鼓
角
落
星
斗
、
松

頂
袈
裟
散
雨
花
、

一
百
六
峯
開
碧
漢
。
八

十
四
梯
踏
紫
霞
、

山
室
仙
骨
葬
金
榔
…、
春
暖
石
芝
抽
玉
芽
、

猫
揮
談
塵
梯
煙
霧
、

一
笑
天
地
眞
無
涯
。

化
城
天
上
寺
、
石
鐙
入
星
睡
、
雲
外
開
丹

井
、
峯
頭
耕
石
田
、
月
明
猿
鵜
偶
、
風
静

鶴
参
暉
、
今
日
楷
饗
眼
、
幽
懐
二
十
年
。

曾
屋
煙
罪
外
、
山
深
絶

世
謙
、
茶
分
龍
井

水
、
飯
帯
石
田
砂
、
香
細
雲
嵐
雑
、
窟
高

峯
影
遮
、
林
棲
無

一
事
、
終
日
弄
丹
霞
。

突
兀
開
弩
閣
、
気
氣
散
曉
鐘
、
飯
遺
黄
稻
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粒
、
花
嚢
王
叙
松
、
金
骨
藏
難
塔
、
紳
光

照
邊
峯
、
微
藷
意
何
是
、
老
柄
話
遺
宗
。

(同
上
)

と
。
蓋
し
所
謂

「
五
溺
於
佛
氏
之
習
」
の
如

く
繹
敏
殊
に
繹
教
に
心
を
寄
せ
し
は
此
の
前

後
の
時
期
な
ら
ん
。

三
十

一
歳

弘
治
十
有
五
年
壬
戌
、
皇
紀
二

一
六
こ
、
西
紀

一
五

〇
二

蹄
北
京

五
月

此
の
月
.
京
師
に
復
命
し
後
途
に
志
を
詞
章

に
絶

つ
。

欝

明
弊

月
?
涙
を
以
て
嚢

を
乞
ひ
、
室
を
漸
茜

盟

の
陽
明
洞
中
に
築
き
導
引
の
術
を
修
せ
し
も

後
佃
緯
の
非
を
悟
る
。

赴
請
…山

○
○

露
赴
の
途
次
か
或
は
節
越
後
か
將
又
、
西
湖

へ
の
赴
途
か
其
の
い
つ
れ
か
は
断
定
し
…難
け

れ
ど
も
藷
山
の
牛
(
浮
)峯
・寺
を
訪
歴
せ
し
な

り
o

、

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

此
の
浮
峯
寺
に
遊
ぶ
の
詩
を
賦
し
て
曰
く
。

遊
牛
峯
寺
四
首

澗
門
春
霜
蔽
深
松
、
飛
磯
纒
室
韓
石
峯
、

猛
虎
蹉
廃
如
出
押
、
断
蟷
幡
頂
誇
懸
鐘
、

金
城
緯
闘
慮
無
慮
、
黎
壁
丹
書
省
有
踪
。

天
下
名
臨
皆

哨
到
、
此
山
殊
不
厭
來
重
.

榮
紐
鳥
道
入
雲
松

、
下
敷
湖
南
百
二
峯
、

巖
犬
吠
人
時
出
樹

、
山
曾
迎
客
自
鳴
鐘
、

凌
鷹
防
瞼
眞
秩
病

、
異
日
探
奇
是
奮
踪
、

欲
拍
難
關
問
丹
訣
、
春
風
蕪
藤
隔
重
重
。

偶
尋
春
寺
入
暦
峯

、
曾
到
渾
疑
是
夢
中
、

飛
鳥
去
邊
懸
淺
道
、
縞
夷
宿
盧
有
幽
宮
、

漢
雲
晩
度
千
巖
雨
、
海
月
涼
瓢
萬
里
風
、

夜
擁
蒼
厘
臥
丹
洞
、
山
中
亦
自
有
王
公
。

一
臥
輝
房
隔
歳
心
、
五
峯
煙
月
嘉
猿
吟
、

飛
滞
映
…樹
懸
蒼
玉
、
香
粉
吹
香
落
細
金
、

翠
壁
年
多
霜
蘇
合

、
石
林
春
審
雨
花
深
、

勝
遊
過
眼
倶
陳
迩
、
珍
重
新
題
満
竹
林
。

(
一

一
)
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主
陽
明
佛
剃
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

(
全
書
巻

一
九
、
外
集

一
)

叉
四
絶
句

翠
壁
看
無
厭
、
山
池
坐
盒
清
、
深
林
落
輕

葉
、
不
道
是
秋
聲
。

佐
石
有
千
窟
、
老
松
多
牛
枝
、
清
風
漉
巖

洞
、
是
我
再
來
時
、

,

人
聞
酷
暑
遜
不
得
、
清
風
都
在
深
山
中
池

遽

一
坐
帥
三
日
。
忽
見
巖
頭
碧
樹
紅
、

爾
到
浮
峯
興
轄
劇
、
醇
眠
三
日
不
知
還
、

眼
前
風
景
色
色
異
、
惟
有
人
聲
似
世
聞
、

(
同
上
)

寄
浮
峯
詩
肚

晩
涼
庭
院
坐
新
秋
、
微
月
初
生
亦
満
櫻
、

千
里
故
人
誰
命
駕
、
百
年
多
病
有
孤
舟
.

風
霜
草
木
驚
時
態
、
砧
杵
關
河
動
遠
愁
。

飲
水
曲
肱
吾
自
樂
、

堂
今
在
越
漢
頭
。

(全
書
雀
二
〇
外
集

こ
、

州
詩
内
)

三
+
二
歳

三在
西
湖

(
=

一
)

弘
一沿
十
有
六
年
癸
亥
〃、
皇
紀
二

一
六
三
西
紀

一
五
〇

○
○

銭
塘
の
西
湖
に
移
つ
て
疾

を
養
ふ
か
た
は
ら

南
屏
虎
鞄
の
諸
刹
に
屡

々
往
來
せ
し
な
り
。

此
の
西
湖
に
就
き
て
詩

を
賦
し
て
曰
く
。

西
湖
僻
中
護
書

二
首

十
年
塵
海
勢
魂
夢
、
此
日
重
來
眼
倍
清
、

好
景
恨
無
蘇
老
筆
・、
乞
瞬
徒
有
賀
公
情
,

白
量
飛
虞
青
林
晩
、
翠
壁
明
邊
返
熊
晴
、

燗
齢
湖
雲
宿
湖
寺
.
不
知
山
月
堕
江
城
。

掩
映
紅
粧
莫
護
猜
、
隔
林
知
是
鵜
花
開
、

共
君
醇
臥
不
須
到
、
自

有
香
風
梯
面
來
。

(
全
書
巻

一
九
、
外
集

一
)

西
湖
醇
中
護
書

湖
老
激
溌
晴
偏
好
,
此
語
相
傳
信
不
詔
、

景
中
況
有
佳
賓
主
、
世

上
更
無
眞
書
圖
、

漢
風
欲
雨
吟
提
樹
、、
春

水
新
添
渡
渚
蒲
、

南
北
墜
峯
引
高
興
、
醇
携
青
竹
不
須
扶
。
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三
十
三
歳

四在
北
京

赴
山
東

盟

(
全
書
巻
二
九
績
篇
四
)

と
、

一
輝
僧
を
懇
鍮
し
て
孝
養
を
途
げ
し
め

し
は
此
の
時
な
り
。
陽
明

一
日
虎
胞
寺
に
遊

び
無
言
の
輝
曾
を
見
て
直
ち
に

「
這
和
術
絡

日
ロ
巴
巴
論
甚
壌
」
。
(全
書
年
譜
三
十

一
哉

の
項
)
と
喝
破
し
、
其
の
閉
目
静
座
す
る
を

見
て

つ
終
日
眼
腰
腰
看
甚
塵
」
(
同
上
)と
勘

槍
せ
し
は
其
の
手
腕
暉
家
に
劣
ら
ざ
る
を
見

る
。
此
の
僧
は
輝
を
會
せ
ざ
る
に
反
し
却
て

陽
明
が
輝
旨
を
會
せ
し
物
で
か
く
三
十
二
歳

頃
は
頗
る
輝
機
に
悟
入
せ
し
所
あ
る
を
見
る

弘
治
十
有
七
年
甲
子
、
皇
紀
鳳
=

六
四
西
紀

一
五
〇

春
夏

養
疾
を
畢
り
て
上
京
し
夏
季
迄
在
京
す
。

秋

巡
按
山
東
監
察
御
史
陸
儒
は
山
東
郷
試
を
主

考
せ
し
む
o
「
郷
試
録
し
(全
書
雀
三

一
所
牧
)

出
で
て
世
人
陽
明
に
繧
世
の
才
あ
る
を
知
る

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

此
の
頃
に
上
古
支
那
の
文
化
、
政
治
上
の
中

心
な
り
し
泰
山
に
登
墓
せ
し
な
り
。

遊

泰

山

飛
濡
下
雲
窟
、
千
尺
潟
高
寒
,
昨
向
山
中

見
,
眞
如
書
裏
看
,
松
風
吹
短
髪
.
霜
氣

粛
撃
轡
,
好
記
相
從
地
、
秋
深
十
八
盤
、

(
全
書
巻
二
九
、
績
篇
四
。
)

登
泰
山
五
首

曉
登
泰
山
道
、
行
行
入
姻
罪
、
陽
光
散
巖

堅
、
秋
容
淡
相
輝

、
雲
梯
掛
青
壁
、
仰
見

蛛
縣
微
長
風
吹
海
色
、
瓢
綴
邊

天
衣
、
峯

頂
動
笙
樂
、
青
童
爾
相
依
、
振
衣
將
往
從

凌
雲
忽
高
飛
,
揮

手
若
相
待
、
丹
霞
閃
絵

暉
、
凡
躯
無
健
羽
、
恨
望
未
能
麟
,

二

天
門
何
樫
鬼
、
下
見
青
雲
浮
、
決
葬
絶
人

世
、
迫
翻
高
天
秋
、
瞑
色
從
地
起
、
夜
宿

天
上
棲
、
天
鶏
鳴
牛
夜
。
日
出
東
海
頭
,

(
一
三

)
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王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

隠
約
蓬
壼
樹
.
線
纈
秩
桑
洲
。
浩
歌
落
青

冥
、
遺
響
入
槍
流
、
唐
虞
攣
楚
漢
、
滅
湊

如
風
謳
、
貌
突
鶴
山
儒
、
秦
皇
堂
堪
求
、

金
砂
費
日
月
、
頽
顔
寛
難
留
、
吾
意
在
寵

古
、
冷
然
駅
涼

、
相
期
廣
成
子
、
太
虚

顯

遊
.
枯
槁
向
巖
谷
、
黄
綺
不
足
傳
。

三

窮
厘
不
可
極
飛
歩
凌
畑
虹
、
危
泉
濡
石
道

室
影
垂
雲
松
、
千
峯
互
塑
籏
、
掩
映
青
芙

蓉
、
高
台
僑
嶢
創
、
傾
側
臨
魅
飼
、
失
足

堕
姻
霧
、
稼
骨
顛
厘
中
、
下
愚
寛
難
曉
、

推
折
紛
相
從
、
吾
方
坐
日
観
、
披
雲
笑
天

風
、
赤
水
問
軒
後
、
蒼
梧
叫
重
瞳
、
隠
隠

落
天
語
、

闊
開
玲
魏
、
去
去
勿
復
道
、

濁
世
將
焉
窮
。

四

塵
綱
苦
羅
摩
、
富
貴
眞
露
草
、
不
如
騎
白

鹿
、
東
遊
入
蓬
島
、
朝
登
太
山
望
、
洪
濤

巳

蹄
北
京

(
一
四
)

隔
繧
紗
、
陽
輝
出
海
雲
、
來
作
天
門
曉
、

遙
見
碧
霞
君
、
嗣
融
起
員
嬌
.
王
女
紫
鷺

笙
、
讐
吹
入
暗
昊
、
暴
首
望
不
及
,
下
拝

風
浩
浩
.
榔
我
玉
虚
篇
、
讃
之
殊
未
了
。

傍
有
長
眉
翁
、

一
一
能
指
道
、
從
此
煉
金

砂
人
聞
跡
如
掃
。

五

我
才
不
救
時
、
匡
秩
志
室
大
、
置
我
有
無

間
、
綾
急
非
所
頼
、
孤
坐
萬
峯
嶺
…,
塔
然

遺
下
塊
、
已
夷
復
何
求
、
至
精
諒
斯
在
、

澹
泊
非
虚
杏
、
漉
脱
無
芥
幕
、
世
人
聞
予

言
、
不
笑
帥
呼
惟
、
吾
亦
不
強
語
、
惟
復

笑
相
待
、
魯
隻
不
可
作
、
此
意
柳
自
快
、

(
全
書
巻

一
九
、
外
集

一
、
山
東
詩
内
)

八
月

「
山
東
郷
試
録
し
成
る
。

九
月

兵
部
武
選
清
吏
司
主
事

に
改
任

せ
ら
れ
、
京

師

に
赴
任
す
。

○
○

此
の
年
門
生
吉
水
の
羅
念
蕎
生
る
。
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三
十
四
歳

五在
北
京

三
+
五
歳

〇
六

在
北
京

弘
治
十
有

一
年
乙
丑
皇
紀
二

一
六
五
、
西
紀

一
五
〇

○
○

是
歳
門
弟
始
め
て
進
む
。
講
學
に
專
念
す
る

外
後
年
永
く
心
友
と
し
て
切
磋
の
功
を
受
け

し
翰
林
庶
吉
士
湛
甘
泉

(
西
紀

一
五
六
〇
世

宗
嘉
靖
三
十
九
年
齢
九
十
五
を
以
て
卒
す
)

と
親
交
を
結
び
共

に
聖
學
を
唱
明
す
。
陳
自

沙
の
門
弟
湛
甘
泉
を
通
じ
て
白
沙
の
繹
的
思

想
が
陽
明
に
影
響
を
及
せ
し
こ
と
鮮
か
ら
す

武
宗
正
徳
元
年
丙
寅

皇
紀
二

叫
六
六
、
西
紀

咽
五

二
月

南
京
の
科
道
官
戴
銑
上
疏
し
て
宣
官
劉
瑛
を

諌
争
せ
し
廉
に
依
り
詔
獄
に
下
さ
れ
し
お
め

陽
明
告
疏
し
て
之
を
救
は
ん
と
せ
し
も
、
却

つ
て
劉
瑳
の
怒
に
燭
れ
て
罰
杖
を
被
り
、
詔

獄
に
下
さ
れ
て
貴
州
龍
場
騨
丞
に
既
請
せ
ら

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

三
+
六
歳

至
銭
塘

る

o

正
徳
二
年
丁
卯
、
皇
紀
二

一
六
七
、
西
紀

一
五
〇
七

初
夏

論
地
に
赴
か
ん
と
し
て
銭
塘
に
至
り
、
疾
を

得
て
漸
江
杭
州
の
鳳
鳳
山
の
勝
果
寺
及
び
西

湖
の
蘇
慈
寺
に
止
ま
る

移
居
勝
果
寺

二
首

江
上
但
知
山
色
好
、
峯
廻
始
見
寺
門
開
、

牛
室
虚
閣
有
雲
佳
、
六
月
深
松
無
暑
來
、

病
肺
正
思
移
枕
箪
、
洗
心
象
得
遠
塵
埃
、

富
春
腿
尺
燗
濤
外
、
時
椅
暦
霞
望
釣
台
。

病
飴
巖
閣
坐
朝
嘆
、
異
景
相
新
得
未
聞
、

日
脚
倒
明
千
頃
霧
、
雨
聲
高
度
萬
峯
雲
、

越
山
陣
水
當
呉
崎
.
江
月
随
潮
上
海
門
、

便
欲
携
書
從
此
老
、
不
敏
猿
鶴
更
移
文
。

(
全
書
巻

一
九
、
外
集

一
赴
諦
詩
内
)

臥
病
欝
慈
爲
懐

臥
病
室
山
春
復
夏
、
山
中
幽
事
最
能
知
。

(
噌
五
)
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王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
二

)

至
舟
山
島
○
○

着
輻
州

○
○

燕

夷
破
・
・

雨
晴
譜
下
泉
聲
急
。
夜
罐
松
間
月
色
邊
、

把
巻
有
時
眠
白
石
、
解
櫻
随
意
濯
清
游
、

呉
山
越
嬌
倶
堪
老
、
正
奈
燕
雲
繋
遠
思
、

(
同
上
)

南

屏

漢
風
漠
漠
南
屏
路
、
春
服
初
成
病
眼
開
、

花
竹
日
薪
僧
已
老
.
湖
山
如
奮
我
重
來
、

暦
縷
雨
急
青
林
迫
,
古
殿
雪
晴
碧
瞳
廻
、

猫
有
幽
禽
解
相
信
、
難
飛
時
下
讃
書
台
。

(
同
上
)

と
、

時
に
劉
理
の
徒
に
會
ひ
、
江
に
投
す
と
託
言

し
て
、
舟
山
島
(
飴
銚
の
東
方
)
に
遁
走
す
。

更
に
舟
山
島

よ
り
漸
江
の
滑
岸
の
海
上
を
南

西
に
向
ひ
し
も
、
偶
々
腿
風
に
遇
ひ
幅
州
に

漂
着
す
。

幅
州
よ
り
輻
建
崇
安
に
至
り
更
に
武
夷
山
を

越

へ
て
江
西
に
入
る
。
猛
虎
の
棲
窟
な
り
し

過
鈴
山

○
○

過
廣
信

○
○

過
郡
陽

O
O

至
南
京

(
蝋
六
)

一
古
寺
の
野
祠
に
宿
せ
し
は
幅
州
よ
り
武
夷

山
の
間
に
し
て
此
の
時
、
古
寺
の
壁
間
に

一

詩
を
書
し
洒
々
落
々
た
る
赴
諦
の
心
境
を
表

示
せ
し
な
り
。

澄

海

瞼
夷
原
不
滞
胸
中
、
何
異
浮
雲
過
太
室
,

夜
静
海
濤
三
萬
里
、
月
明
飛
鋤
下
天
風

(
全
書
巻

一
九
.
外
集

一
、
赴
諦
詩
内
)

江
西
の
鉛
山
を
過
ぎ
廣
信
府
に
赴
く
。

廣
信
府
上
饒
縣
を
過
ぐ
。
陽
明
は
此
の
時
恩

師
高
瀬
博
士

「
王
陽
明
詳
傳
」
(
五
四
頁
)及

び
安
岡
正
篤

「
王
陽
明
研
究
」
(
七
二
頁
)に

依
れ
ば
復
び
婁

一
齊
に
謁

せ
し
と
す
れ
ど
も

一
齊
は
弘
治
四
年
陽
明

二
十
歳
の
時
年
七
十

を
以
て
既
に
十
七
年
前

卒
せ
し
を
以
て
婁

一

齊
と
の
再
會
論
は
信
じ
難
し
。

父
龍
山
公
は
南
京
吏
部
衙
書
な
り
し
を
獄
て

郵
陽
(江
酋
饒
州
)よ
り
湖
を
経
て
南
京
に
赴
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羅

號
圭

月

自
+
二
月

至
三

月

き
て
會
す
。

南
京
よ
り
便
道
鏡
塘
に
録
省
し
、
廣
信
、
南

昌
、
樟
樹
、
醒
陵
、
湘
陰
、
常
徳
、
辰
州
を

経
て
龍
揚
を
赴
く
、
此
の
時
、
徐
愛
、
藥
宗

党
、
等
費
を
納
れ
て
入
門
の
禮
を
な
す
。

赴
講
の
途
次
、
'捧
郷
の
武
雲
観
、
醒
陵

の
洒

洲
寺
、
石
亭
寺
、
善
化
の
岳
麓
山
、
常
徳
の

徳
山
寺
、
辰
州
の
虎
漢
龍
興
寺
.
等
を
歴
訪

せ
し
な
り
。
伺
赴
諦
の
途
次
か
或
は
盧
陵
よ

り
北
京
に
赴
く
(
三
十
九
歳
)途
次
か
に
江
西

瑞
州
高
安
の
洞
山
功
徳
寺
か
或
は
南
京
の
功

徳
寺
か
を
訪
歴
せ
し
な
ら
ん
。

薄
郷
道
中
謁
篠
漢
祠

木
偶
相
滑
恐
未
眞
、
清
輝
亦
復
凛
衣
巾
、

簿
書
曾
屑
乗
田
吏
.
姐
豆
猫
存
畏
愚
民
、

碧
水
蒼
山
倶
過
化
,
光
風
憲
月
自
傳
神
、

千
年
私
淑
心
喪
後
、
下
拝
春
祠
薦
渚
薮
。

(
全
書
巻

一
九
.
外
集

一
赴
諦
詩
内
)

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
】
)

宿
薄
郷
武
雲
観

曉
行
山
径
樹
高
低

、
雨
後
春
泥
沈
馬
蹄
、

翠
色
絶
雲
開
遠
障
、
塞
聲
隔
竹
隙
晴
漢
、

已
聞
南
去
銀
舟
揖
、
漫
憶
東
節
沮
杖
黎
、

夜
宿
仙
家
見
明
月
、
清
先
還
似
鑑
湖
西
。

(同
上
)

夜
泊
石
亭
寺
、
用
韻
呈
陳
婁
諸
公
因
寄

儲
柴
嘘
都
憲
及
喬
白
巖
太
常
諸
友

廿
年
不
到
石
亭
寺

、
惟
有
西
山
只
奮
青
.

臼
彿
掛
培
曾
巳
去
、
紅
閾
照
水
客
重
経
、

沙
村
遠
樹
凝
春
望
。
江
雨
孤
蓬
入
夜
嘉
、

何
慮
故
人
還
笑
語
、
東
風
嗜
鳥
夢
初
醒
。

恨
望
沙
頭
成
久
坐

、
江
洲
春
樹
何
青
青
、

燗
霞
故
國
虚
夢
想
。
風
雨
客
途
眞
慣
維
、

白
壁
展
投
絡
自
信

、
朱
絃

一
絶
好
誰
聴
、

扁
舟
心
事
澹
浪
蕾
、
從
與
漁
人
笑
猫
醒
。

(
同
上
)

醗
陵
道
中
風
雨
夜
宿
潤
洲
寺
次
韻

(
一
七

)
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王
陽
朋
佛
剃
巡
歴
銀
譜
會
要
(
一
)

風
雨
偏
從
瞼
道
嘗
、
深
泥
渡
馬
陥
軍
箱
、

虚
傳
鳥
路
通
巴
蜀
、
豊
必
羊
腸
在
太
行
、

遽
渡
漸
看
連
瞑
色
、
晩
霞
會
喜
見
朝
陽
、

水
南
昏
黒
投
櫓
寺
、
還
理
義
編
坐
夜
長
。

(
同
上
)

辰
州
虎
漢
龍
興
寺
聞
楊
名
父
將
到
留
韻

壁
間
、

杖
黎

一
過
虎
漢
頭
、
何
鹿
僧
房
是
恵
休
、

雲
起
峯
頭
況
閣
影
、
林
疎
地
底
見
江
流
、

煙
花
日
媛
猫
含
雨
。
臨
鷺
春
聞
欲
満
洲
、

好
景
同
來
不
同
賞
、
詩
篇
還
爲
故
人
留
、

(
同
上
)

徳
山
寺
次
壁
聞

韻

乗
與
看
山
薄
暮
來
。
山
櫓
…迎
客
寺
門
開
、

雨
昏
碧
草
春
申
暮
、
雲
捲
青
峯
・善
巷
台
、

性
愛
煙
霞
終
是
僻
、
詩
留
名
姓
不
須
猜
、

岩
根
老
柄
成
次
色
、
枯
坐
何
年
解
結
胎
。

(同
上
)

＼

三
十
七
歳

至
龍
揚

在
龍
揚

(
一
八
)

洒

洲

寺

濠
水
西
頭
酒
洲
寺
、
経

過
韓
眼
叉
三
年
、

老
櫓
熟
認
直
呼
姓
、
笑

我
清
纏
只
似
前
、

毎
有
客
來
看
宿
塵
、
詩
留
佛
壁
作
燈
傳
、

開
軒
掃
楊
還
相
慰
、
衛
塊
維
摩
世
外
縁
。

(同
上
)

夜
宿
功
徳
寺
次
宗
賢
韻
二
絶

山
行
初
試
爽
衣
輕
、
脚
軟
黄
塵
石
路
生
、

剛
夜
洞
雲
眠
未
足
、
湖
風
吹
月
渡
漢
済
。

水
邊
楊
柳
覆
茅
櫨
.
飲
馬
春
流
更

一
登
、

坐
久
途
忘
齢
路
夕
、
漢
雲
正
濡
暮
山
青
。

(
全
書
巻
二
〇
,
外
集
二
、
京
師
詩
内
)

正
徳
三
年
戊
辰
、
皇
紀
一
=

六
八
、
西
紀

一
五
〇
八

春

沈
湘
を
経
て
龍
揚
(修
丈
縣

)の
論
地
に
至
る

龍
揚
に
於
て
千
辛
萬
苦
の
極
逐
に
格
物
致
知

の
旨
を
省
悟
し
、
然
後

五
経
臆
読
」(
「
五
経

臆
論
十
三
條
」
全
書
雀
二
六
所
牧
)
及
び

「
五
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経
臆
読
序
し
(全
書
春
二
二
所
牧
)
を
著
作
す
0

「
五
経
臆
論
」
は
請
居
中

一
年
七
ヶ
月
を
費
し

て
著
作
せ
し
物
に
し
て

「
五
経
臆
論
序
」
末

に

「
夫
論
風
四
十
六
巻
、
経
各
十
而
禮
之
読

術
多
歓
僅
六
巻
云
」
と
て
元
、
全
部
四
十
六

巻
あ
り
し
か
如
く
な
る
も
後
散
逸
し
徳
洪
僅

か
十
三
條
を
得
て
之
を
傳

ふ
。
龍
揚
の
省
悟

は
眞
に
三
十
有
六
年
困
迷
の
賜
物
に
し
て
實

に
斯
學
の
基
因
を
な
し
陽
明
の
性
格
及
び
學

風
の
爾
見
地
上
注
覗
に
値
す
る
時
期
に
し
て

縄
學
的
観
顯
よ
り
し
て
も
看
過
す
べ
か
ら
ざ

る
な
り
。
悟
徹
以
後
專
ら
敦
化
に
力
め
し
結

果
地
方
の
官
吏
、
專
族
、
成
信
服
し
て
敬
を

致
し
教
を
乞
ひ
叉
、
夷
人
親
押
し
て
龍
揚
書

院
等
の
諸
宇
を
新
築
す
る
等
民
風
頓
に
改
ま

り
教
化
大

に
行
は
る
。
之
,
佛
敏
に
所
謂
上

求
菩
提

自
毘

)下
化
衆
生
(畳
他
)の
境
地
と

も
見
る
べ
き
な
り
。

王
陽
明
佛
刹
巡
歴

年
譜
會
要
(
一
)

三
+
八
歳

在
貴
陽

、

正
徳
四
年
己
巳
。
皇
紀
唖
二

六
九
。
西
紀

一
五
〇
九

〇
〇

貴
州
の
提
學
副
使
席
元
山
の
爲
め
に
知
行
合

一
の
妙
旨
を
五
経
諸
子
に
讃
し
て
敏
示
す
。

之
、
知
行
合

一
論
を
提
唱
せ
し
始
に
し
て
凡

駒

そ
陽
明
教
學
三
攣
遽

の
中
第

一
攣
期

(居
貴

陽
時
)
に
属
す
る
物
と
謂
ふ
べ
き
な
り
o
彼

の
知
行
合

一
論
は
暉

の
所
謂
修
謹

一
如
、
定

慧
不
二
、
畳
行
圓
満

の
妙
旨
と
類
す
。

○
○

後
、
席
書
は
毛
憲
副
と
共
に
貴
陽
書
院
を
修

葺
し
陽
明
を
聰
し
て
主
π
ら
し
む
。

三
十
九
歳

正
徳
五
年
庚
午
。
皇
紀
鴇
=

七
〇
、
西
紀

一
五

一
〇

灘

難

年
墜

鶴

劉
諜

せ
ら
れ
て
馨

の
恩
命
落

し

江
西
盧
陵
(吉
安
)縣
知
縣
に
陞
任
せ
ら
れ
任

地
に
赴
く
。

過
麟

二
月
善

陽
よ
り
腱

に
欝

義

湖
南
の
辰
州

(
況
陵
)及
び
常
徳
を
過
ぐ
。
其
の
辰
州
、
常

(
一
九

)
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、

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

徳
を
過
ぐ
る
の

一
路
奮
門
翼
元
享
、
蒋
信
、

劉
観
時
、
等
に
會
し
読
く
に
静
座
の
要
を
以

て
し
共
に
曾
房
に
静
座
し
て
本
來
固
有
の
心

禮
を
見
徹
せ
ん
事
を
勧
む
、
此
の
時
、
翼
、

蒋
、
劉
三
子
に
敏
示
し
て
曰
く
。

諸
居
爾
年
、
無
可
與
語
者
、
蹄
途
乃
幸
得

諸
友
、
悔
昔
貴
陽
墨
知
行
合

一
之
敏
、
紛

々
異
同
、
岡
知
所
入
、
蔽
來
乃
與
諸
生
静

座
曾
寺
、
使
自
悟
性
艦
、
顧
悦

々
若
有
可

果

講
蜷
矩

藷
)

と
、
叉
途
中
書
を
寄
せ
て
曰
く
、

前
在
寺
中
所
云
静
坐
事
、
非
欲
坐
輝
八
定

也
、
蓋
因
吾
輩
雫
日
爲
事
物
紛
學
、
未
知

爲
己
、
欲
場
此
補
小
學
牧
放
心

}
段
功
夫

耳
.
(
同
上
)

と
。
此
の
静
坐
の
要
を
論
く
は
龍
場
以
降
陽

明
の
新
教
旨
に
し
て
、
誰
に
件
ふ
べ
き
必
然

の
修
,
換
言
せ
ば
修
誰

一
如
底
の
妙
境
た
る

(
二
〇
)

べ
く
輝
的
に
も
重
要
な
る
観
顯
九
り
。

至
鷹
陵

三
月

任
地
鷹
陵
に
至
り
、
僅

か
在
仕
七
閲
月
な
り

し
も
治
績
鮮
か
ら
す
o

在
屡

韓

朋
間
在
任
中
、
香
杜
寺
(吉
安
近
郊
γ
)
に
婆

。

午
憩
香
枇
寺

脩
程
動
百
里
、
狂
任
餉
櫓
居
、
佛
鼓
迎
官

急
、
床
輝
爲
客
盧
、
桃
花
成
井
落
、
雲
水

接
郊
塘
、
不
畳
氾
塗
溜
、
看
山
興
有
飴
。

(
全
書
巻
二
〇
、
外
集

二
、
盧
陵
詩
内
)

入
北
京

十

一
月
北
京
に
至
り
朝
観
し
て
大
興
隆
寺
に
館
し
、

入
京
の
翌
日
、
湛
甘
泉
等
と
會
し
學
を
講
す

在
北
京

十
二
月
師
走
、
南
京
刑
部
四
川
清
吏
司
主
事
に
陞
任

の
命
降
る
。
此
の
頃
、
陽
明
實
践
の
功
を
論

O

じ
門
生
に
…教
示
し
て
曰

く

聖
人
之
心
如
明
鏡
、
繊
騎
自
無
所
容
、
自

不
消
磨
刮
、
若
常
人
之
心
、
如
斑
垢
駁
蝕

之
鏡
、
須
痛
刮
磨

一
番
,
審
去
駁
蝕
、
然

後
繊
塵
師
見
、
纏
梯
便
去
、
亦
不
消
費
力

76



到
此
己
是
識
得
仁
禮
夷
、
若
駁
蝕
未
去
、

其
聞
固
自
有

唄
黙
明
露
、
塵
埃
之
落
、
固

-
亦
見
得
纏
梯
便
去
、
至
干
堆
積
於
駁
蝕
之

上
絡
弗
之
能
見
也
。

と
o(

全
書
巻
三
二
、
年
譜

一
。
三
十
九
歳
十

二
月
項
)

之
、
蓋
し
六
組
壇
経
の
思
想
と
轍
を
同
じ
く

す
る
物
で
、
其
の
他
陽
明
の
思
想
と
壇
経
の

思
想
と
同
通
す
る
所
鮮
か
ら
す
。
按
す
る
に

陽
明
は
六
組
壇
経
の
思
想
の
影
響
を
多
分
に

受
く
る
を
認
む
る
物
で
爾
思
想
と
の
關
係
論

は
後
日
獲
表
せ
ん
と
す
。
王
陽
明
先
生
全
集

年
譜
に
は
十

一
月
と
記
し
、
全
書
巻
二
〇
,

外
集
二
,
に
は
十
月
と
記
す
る
と
難
も
予
は

全
書
、
年
譜
の
説
に
櫨
る
。

四
十
歳

正
徳
六
年
辛
未
、
皇
紀
、
=

七

肉
、
西
紀

一
五

=

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

在
北
京

正
月

の

四
十

一
歳

在
北
京

二
月

十
月

+

一
月

+

二
月

湛
甘
泉
は
陽
明
の
講

學
を
獲
せ
ん
事
を
恐
悔

し
,
北
京
留
任
を
執
政
楊

一
清

に
懇
講

せ
し

に
依
り
、
北
京
吏
部
験
封
司
主
事
に
改
任

せ

ら
れ
此
の
頃
始
め
て
朱
陸
の
學
を
論
す
。

會
試
同
考
試
官
と
な

り
、
時
に
吏
部
郎
中
、

方
献
夫
、
官
位
上
な

る
も
師
禮
を
以
て
陽
明

に
學
を
受
く
事
切
な
り
。

丈
選
清
吏
司
員
外
郎

に
陞
任
せ
ら
れ
後
、
湛

甘
泉
命
を
奉
じ
て
安
南
に
使
す
る
醐
、
其
の

「
別
序
し(
全
書
春
七
所
牧
)を
見
る
に
陽
明
の

深
慨
と
其
の
骨
泉
に
資
す
る
所
.
尋
常
な
ら

ざ
る
を
窺
見
す
る
を
得
べ
し
。

同
職
に
任
じ
在
京

(陽
明
四
十
歳
迄
の
巡
歴
は

「
陽
明
巡
歴
略

圖
」
皿
及
び
ー
、
饗

照
)

正

徳

七
年

壬

申

,

喘
月

二
月

同

上

皇
紀
一
=

七
二
、
西
紀

一
五

=

一

(
二

一
)
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王
防
阻
命
瓢
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

三
月

考
功
清
吏
司
郎
中
に
陞
る
、
徐
愛
、
黄
結
の

門
友
、
學
を
受
く
、

鶉

一
朋

同
官
職
崔

じ
在
京
。

赴
南
京
十
二
月

南
京
太
僕
寺
少
郷
に
陞
任
せ
ら
れ
て
赴
任
す

赴

墨

崩
挙

赴
任
の
便
導

南
京
工
部
舞

郎
に
讐

し

徐
愛
と
同
舟
に
て
越
に
蹄
省
の
際
、
舟
中
に

て
大
學
の
宗
旨
を
論
す
。
此
の
時
、
徐
愛
と

學
を
論
ぜ
し
物
は

「
傅
習
録
」
上
巻
の
首
章

に
記
載
す
る
所
の
物
之
な
り
。

四
+
二
歳

至

越

二
月

登
四
明
山
五
月

正
徳
八
年
癸
酉
。
皇
紀

騎
=

七
「『

西
紀

唱
五

=
二

越
に
蹄
省
。

徐
愛
と
共

に
上
虞
(
飴
銚
の
西
南
)
よ
り
四
明

山
に
入
り
、
白
水
を
観
て
龍
諮
の
源
を
尋
ね

杖
錫
山
寺
に
登
り
雪
費
(
四
明
山
中
)
に
至
り

千
・文
岩
に
登
り
、
以
て
天
姥
華
頂
の
諸
峯
を

望
み
.
寧
波
よ
り
飴
眺

に
蹄
る
。
是
、
山
水

の
聞

に
遊
行
を
な
す
と
錐
も
、
實
に
意
を
專

も

(
二

二
)

ら
徐
、
黄
二
子
の
教
北
に
注
ぎ
し
物
で
蓋
し

鰍
化
の
構
法
な
り
し
な
り
。

四
明
観
白
水
二
首

邑
南
富
巖
堅
、
白
水
尤
奇
観
、
興
來
毎
恩

往
、
十
年
就
藏
徴
、
停
駒
指
絶
壁
、
渉
澗

縁
危
婚
、
百
源
早
方
激
、
雲
際
猫
飛
滞
、累

雰
漉
林
薄
、
漠
漠
凝
風
寒
、
前
聞
若
未
憾

仰
覗
絡
莫
禁
、
石
陰
暑
氣
薄
、
流
濁
遡
廻

瀾
、
薮
遊
証
盤
樂
、
養
翻
意
所
關
、遡
者
諒

如
斯
、
哀
此
歳
月
残
、
揮
幽
錐
得
所
、
避

時
時
猫
難
、劉
簗
古
方
外
、感
慨
有
余
嘆
。

千
丈
飛
流
舞
白
鷺
、
碧
潭
倒
影
鏡
中
看
、

藤
蕪
牛

壁
雲
姻
滋
…、

殿
角
長
年

風
雨
塞

野
性
從
來
山
水
癖
、
直
躬
更
畳
世
途
難
、

卜
居
断
擬
如
周
叔
、
高
臥
無
軸労
比
謝
安
。

(
全
書
春
二
〇
外
集
二
)

杖
錫
道
中
用
張
憲
使
韻

釦
鳥
催
呼
欲
問
名
、
山
花
含
笑
似
相
迎
、
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風
週
碧
樹
秋
聲
早
、
雨
過
丹
巖
夕
照
明
、

雪
嶺
挿
天
開
玉
帳
、
雲
漢
環
碧
抱
金
城
.

懸
燈
夜
宿
茅
堂
静
、
洞
鶴
林
櫓
相
樹
清
。

(
同
上
)

叉
用
日
仁
韻

毎
逢
佳
慮
問
山
名
、
風
景
依
稀
過
眼
生
、

齢
霧
忽
連
千
瞳
瞑
,
夕
陽
偏
於

一
漢
晴
、

晩
投
巖
寺
依
雲
宿
,
静
愛
楓
林
邊
雨
聲
、

夜
久
披
衣
還
起
坐
、
不
禁
風
月
照
人
清
◎

(同
上
)

書
杖
錫
奪

杖
錫
青
冥
端
、
澗
壁
環
天
瞼
、
垂
巖
下
随

堅
、
渉
水
禁
絶
燭
、
漢
深
鵜
喧
爆
、
路
絶

駿
危
桟
、
椚
蕪
登
峻
極
、
披
騎
見
卒
衛
、

曾
趙
寄
孤
柄
、
守
慶
遺
荒
殿
、
傷
藏
窮
櫨

僻
曾
未
諒
求
免
、
探
幽
翼
累
息
.
憤
時
翻

意
滲
、
抵
援
才
已
疎
,
栖
逞
心
盆
昏
、
哀

猿
囎
春
暗
、
懸
燈
宿
西
晦
、
諒
茄
寛
何
時

玉
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
璽
(
一
)

五
月

白
雲
憧
研
春
。
(
同
上
)

東
輻
寺
百
七
十

一
世
及
び
南
暉
寺
二
百
四
十

二
世
の
法
燈
を
織
承

せ
し
了
庵
桂
悟
は
永
正

九
年
八
十
八
歳
を
以

て
日
本
正
使
と
し
て
入

明
、
武
宗
皇
帝
は
漸
江
寧
波
の
育
王
山
廣
利

灘
寺
に
佳
せ
し
め
し
が
、
明
年
五
月
臨
朝
す

る
に
際
し
陽
明
親
ら

「逡
序
」
を
作
り

(陽

明
の
翼
作
か
否
か
或
は
序
の
語
句
に
關
し
て

疑
を
も
つ
)
て
之
を
贈
る
。
即
ち
曰
く
o

世
之
悪
奔
競
、
而
厭
煩
摯
者
、
多
趣
而
之

繹
焉
、
爲
繹
有
道
、
不
日
清
乎
。
撹
而
不

濁
、
不
日
潔
乎
,
押
而
不
染
放
。
必
息
慮

、以
院
雌
、
濁
行
以

離
偶
、
斯
爲
不
諦
…於
其

道
也
、
筍
不
如
是
、
則
難
皓
其
髪
縞
其
衣

梵
其
書
、
亦
逃
租
縣
而
已
耳
,
樂
縦
誕
而

己
耳
、
其
於
道
何
如
耶
、
今
有
日
本
正
使

推
雲
桂
悟
字
了
庵
者
,
年
瞼
上
壽
不
倦
爲

學
、
領
彼
國
王
之
命
、
來
貢
珍
於
大
明
、

(
二

三
)

四



霊
陽

明
佛
刹
巡
歴

年
譜
會
要
(
一
)

舟
抵
鄭
江
之
濫
.
筥
舘
於
騨
、
予
嘗
過
焉

見
其
法
容
潔
修
律
行
堅
輩
、
坐

一
室
、
左

右
経
書
。
鍛
釆
自
陶
、
皆
楚
々
可
観
愛
、
,

非
清
然
乎
與
之
辮
室
、
則
出
所
謂
預
修
諸

殿
院
之
文
、
論
教
異
同
、
以
虹
吾
聖
人
、

逐
性
閑
情
安
、
不
講
以
騨
、
非
浮
然
乎
、

且
來
得
名
山
水
而
遊
、
賢
士
大
夫
而
從
、

廃
曼
之
色
不
接
予
目
、
淫
畦
之
聲
不
入
子

耳
,
而
奇
邪
之
行
,
不
作
壬
身
、
放
其
心

日
盆
清
、
志
日
盆
浄
、
偶
不
期
離
而
自
異

塵
不
待
溌
而
已
絶
突
、
蕪
有
蹄
思
、
吾
國

與
之
文
字
以
交
者
、
若
太
宰
公
及
諸
繕
榊

輩
、
皆
文
儒
之
澤
也
、
成
惜
其
去
、
各
爲

詩
章
以
艶
飾
遍
燭
、
固
非
貸
而
濫
者
、
吾

何
得
不
序
。

皇
明
正
徳
八
年
歳
在
癸
酉
五
月
既
望
、

飴
挑
、
王
守
仁

(
伊
地
知
潜
隠
「漢
學
紀
源
」
巻
二
,

(
二

四

)

議
騒

噛磯

筆

警

部
)

(術
鱒

蜘
饗
難
箪
購
参
)

と
。
其
の
所
謂

「皇
明

正
徳
八
年
云
々
」
は

陽
明
四
十
二
歳
在
越
の
時
に
し
て
五
月
四
明

杖
錫
、
雪
費
に
遊
び
飴
銚
に
露
省
の
途
次
、.

寧
波
を
過
ぎ
了
庵
の
道
債
を
慕
ひ
寧
波
の
育

王
山
廣
利
寺
に
赴
き
了
庵
に
謁
し
輝
儒
を
談

ぜ
し
な
ら
ん
。
蓋
し
陽

明
は
絵
銚
に
露
途
後

該
逡
序
を
作
り
て
贈
り
し
物
に
し
て
陽
明
と

了
庵
の
會
見
は
首
肯
し
得
ら
る
。
陽
明
と
了

庵
と
の
會
見
交
遊

(
之
に
關
し
て
は
詳
細
後

日
獲
表
)
は
陽
明
の
暉
的
思
想
及
び
輝
的
雰

園
氣
攻
究
上

一
薪
生
面
を
提
供
す
る
物
と
し

て
重
親
す
べ
き
債
値
あ
り
と
云
ふ
べ
し
。

至
○
州

十
月

馬
政
監
と
な
り
て
任
地
安
徽
省
の

州
に
至

80



〆

る
も

縣
の
山
水
佳
勝
、
然
も
地
僻
政
務
閑

散
な
る
を
以
て
、
門
友
と

の
近
郊
邸
郡
、

濃
泉
の
聞
に
遣
遙
講
學
し
、
月
明
の
夕
に
け

座
を
龍
潭
(龍
蠕
山
)
に
移
す
。
蕾
學
の
士
,

亦
來
り
學
び
、
從
遊
す
る
の
多
き
此
の
時
よ

り
始
む
。

龍
蠕
山
中
用
韻

。

無
奈
青
山
虞
虞
情
、
村
沽
日
日
辮
山
行
、

眞
慨
康
食
虚
官
守
,
只
把
山
遊
作
課
程
、

谷
口
齪
雲
随
騎
遠
、
林
間
飛
雲
貼
衣
輕
、

長
思
澹
泊
還
眞
性
、
世
昧
年
來
久
紫
奨
。

(
全
書
巻
二
〇
外
集
二

州
詩
内
)

螂
那
山
中
三
首

草
堂
寄
放
郵
.耶
間
、
漢
鹿
巖
信
且
其
聞
、

泳
雪
能
回
草
木
死
、
春
風
不
化
山
石
頑
、

六
経
散
地
莫
牧
拾
.
叢
棘
被
道
誰
刊
捌
,

巳
突
騙
馳
二
三
子
、
鳳
圖
不
出
將
還
。

狂
歌
莫
笑
酒
盃
増
、
異
境
人
間
得
未
曾
.

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜

會
要
(
一
)

絶
壁
倒
翻
銀
海
浪

。
遠
山
眞
作
玉
龍
騰
.

浮
雲
野
思
春
前
動

、
塵
室
清
香
静
後
凝
、

撫
拙
惟
飴
林
堅
計
、
伐
檀
長
自
蝿
無
能
。

風
景
山
中
雪
後
増

、
看
山
雪
後
亦
誰
曾
,

隔
漢
巖
犬
迎
人
吠

、
飲
澗
飛
猛
踵
樹
騰
、

灘
騎
林
間
燈
火
動
、
鳴
鍾
谷
ロ
暮
光
凝
、

塵
踪
正
自
紹
籠
在
。

一
宿
雲
房
伺
未
能
。

(
同
上
)

山
中
示
諸
生
五
首

路
絶
春
山
久
慶
尋

、
野
人
秩
病
強
登
臨
、

同
遊
仙
侶
須
乗
興
、
共
探
花
源
莫
厭
深
,

鳴
鳥
遊
練
倶
自
得

.
閑
雲
流
水
亦
何
心
、

從
前
却
恨
牽
文
句

、
展
韓
支
嘆
陸
況
。

其
二

流
亦
所
水
、
童
冠
得
幾
人
、
莫
負
詠
露

興
、
漢
山
正
暮
春
。

其
三

桃
源
在
何
許
、
西
峯
最
深
庭
.
不
用
問
漁

(
二
五

)

81



在

王
陽
明
佛
刹
巡
歴
年
譜
會
要
(
一
)

人
、
溜
漢
踏
花
去
。

其
四

池
上
偶
然
到
、
紅
花
間
白
花
、
小
亭
聞
可

坐
、
不
必
問
誰
家
。

其
五

漢
邊
坐
流
水
、
水
流
心
共
聞
、
不
知
山
月

上
、
松
影
落
衣
班
。
(同
上
)

寵
潭
夜
坐

何
塵
花
香
入
夜
清
.
石
林
茅
屋
隔
漢
聲
、

幽
人
月
出
毎
孤
往
、
棲
鳥
山
室
時

「
鳴
.

草
露
不
僻
芒
履
漁
、
松
風
偏
與
葛
衣
輕
、

臨
流
欲
爲
猜
蘭
意
、
江
南
無
限
情
。

(
同

上
)

州
什
蒲

霧

の
傍
ら
塞

を
蕩

し
門
人
の
講
學
に

力

む

。

〔
績

く
)

(
二
六

)
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